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Ⅱ 研究の目的と方法 

本研究は，多重知能理論に基づいた教育実践を開発

するための理論と方法を明らかにすると共に，生活科

における子どもの学習の質を高めるために，多重知能

理論を活用した生活科の単元や授業を開発するための

理論的な枠組みと実践的な方法論を構築することを目

的とする。 

第Ⅰ部では，｢世界初の多重知能の学校｣(“The World’s 

First Multiple Intelligences School”)，『多重知能と生徒の

達成』(Multiple Intelligences and Student Achievement)，
『小学校の教室での多重知能』(Multiple Intelligences in 
the elementary classroom)を手がかりに，多重知能理論

を基に開発されたキー・ラーニング・コミュニティのカ

リキュラムと，ニューロシェル大学教授スーザン・バ

ウムらが開発した多重知能理論の実践モデルを検証す

る。第Ⅱ部では，多重知能理論の観点から生活科の理

念や学習過程を分析し，生活科の学習における子ども

の知能の活用の仕方の特徴や生活科の教科的な価値を

明らかにすると共に，第Ⅰ部の成果を基に多重知能理

論を生活科の学習に活用する方法を探求する。 
 

Ⅲ 研究の概要 

第Ⅰ部 多重知能理論に基づいたカリキュラムと実践モデル 

第1章 多重知能理論と多重知能理論の学校教育への活用 

本研究の中心概念である多重知能理論は，ハーバー

ド大学教育大学院教授のハワード・ガードナーが，

1983年に提唱した知能の考え方である。ガードナーは，

既存の狭義の知能概念を批判し，人間の知能を｢ある文

化で価値のある問題を解決したり成果を創造したりす

るための生物心理学的な潜在能力｣と定義した上で，8
種類の知能の存在とその機能を特定した。8 種類の知

能とは，言語，論理数学，音楽，身体運動，空間，博

物，内省，対人である。 
多重知能理論によれば，すべての人間は8種類の知

能を潜在的に備えている。しかし，一人の人間がもつ

8 種類の知能の発達の程度は知能間で異なり，それが

一人一人の人間の個性的な知能のプロフィールとなる。

また，8 種類の知能はそれぞれ独立した機能を有して

いるが，それらは通常，社会的文化的な場面・状況の

中で複合的に組み合わされて機能している。 
8 種類の知能の存在を認め，それらに同等の価値を

付与する多重知能理論の考え方に依拠すれば，広範囲

かつ多様な子どもの認知的個性を8種類の知能の領域

から説明することができる。多重知能理論を活用して

教育実践を開発する際には，一人一人の認知的個性を

理解・尊重して多様な学習機会を設定すること，さら

に，学校教育本来の課題や目標を達成するための手段

として多重知能理論を活用することが重要となる。 
多重知能理論を活用した教育実践に関する今日の研

究は，8 種類の知能の存在とその機能に着目し，すべ

ての子どもの個性や才能を開発することを目指す個性

化教育的アプローチと，人間の認知構造の多様性・複

合性に着目し，広範囲な知能の働きを活かした教授・



学習方法を開発することを目指すアプローチの2つの

系譜がある。 
 
第2章 キー・ラーニング・コミュニティのカリキュラムと教育活動 

キー・ラーニング・コミュニティ (KLC)とは，多重知

能理論に基づいて教育実践を開発した世界初の学校で

ある。幼稚園からハイスクール一貫の公立学校である

KLCは，伝統的・画一的な知識伝達型の教授・学習法

を批判し，多重知能理論に基づいて一人一人の子ども

の長所や才能を育てるための教育実践を展開している。 
本章では，KLC設立の歴史的背景や教育理念，カリ

キュラムとそれを構成する教育活動を検証することを

通して，多重知能理論に基づいた教育実践を開発する

方法と教育実践の構造を明らかにした。 
KLC の時間割りでは各教科の授業時数が一律に設

定されており，すべての子どもに，自分の長所や才能

と関連のある教科の知識や技能を学習し習得する機会

が与えられている。ポッド学習では，自分の興味や長

所，才能に関連のある領域に関する学習活動を長期

的・探究的に行うことができ，自己の多重知能に関す

る個性を発見し開発することができる。ポッド学習の

延長であるメンター・プログラムと徒弟プログラムで

は，地域の専門家の支援を得て，自分の長所や才能と

関連のある実社会の専門分野で問題を解決したり成果

を創造したりする。これらの真正の学習のプログラム

を通して，子どもたちは自分の多重知能に関する長所

や才能を実社会の問題解決に活かすと共に，それらを

実社会で活きるコンピテンシーとして質的に向上させ

ることができる。テーマ学習は，子どもの興味と地域

社会の課題，教師や保護者の願いを満たす教科横断的

なテーマを探究的に学習するものであり，この学習を

通して，子どもたちは教科の知識や技能を実社会の問

題を解決する手段として活用し習得することができる。 
KLCのカリキュラムの最大の目標は，子どものもつ

多重知能に関する長所や才能と教科の知識や技能を実

社会の問題解決で活きる形に発展させると共に，それ

らが社会生活に有用なものであることを認識させるこ

とを通して，能動的に社会貢献し自己実現を図ること

のできる個人を育てることである。 
 
第3章 多重知能理論に基づいた学習活動の実践モデル 

本章では，『小学校での多重知能』から，探検のパス

ウェイと才能開発のパスウェイを取り上げ，多重知能

理論を学校教育に実践化するための具体的な方法を明

らかにした。多重知能理論を実践化するためには，本

来の教育目標を明確にした上で目標達成の手段として

の多重知能理論の果たす役割を検討する必要がある。 
探検のパスウェイは，子どもに知能の領域を横断し

た学習機会を提供し(探検させ)，そこでの学習活動の

様子を観察することによって，子どもの知能のプロフ

ィールを明らかにするための方略である。探検のパス

ウェイは，(1)既存のカリキュラムや学習環境がどの知

能を活用させるものなのかを明らかにし，(2)既存のカ

リキュラムに多様な知能を活用させる新たな学習機会

を統合・追加し，(3)新たに設定した知能領域横断的な

学習機会で，子どもがどのような知能を活用し学習し

ているのかを，活動の様子や成果から分析するという

展開で実践化される。 
子どもの知能のプロフィールは，特定の知能の発現

と活用を促す学習機会の中で，実際に学習や活動をさ

せることによって確認することができる。探究のパス

ウェイは既存の学校のカリキュラムや学習機会を拡充

し，子どもの潜在的な知能特性を確認・開発すること

のできるアプローチであり，生活科を含めた日本の多

くの教育実践に応用することが可能である。 
才能開発のパスウェイは，すべての子どもの才能を

明らかにし開発するための方略である。このパスウェ

イを実践するためには，前提として，学校における才

能の概念を見直す必要がある。才能とは，｢平均以上の

能力・課題への傾倒・創造性｣の 3 点を備えた，特定

の領域で新しい知識や文化を創造・生産する能力，及

び，文化的な環境で広く容認される方法で問題を解決

し成果を創造する能力であり，すべての子どもがもつ

潜在能力である。 
子どもの才能は，その発現を促す広範囲の社会的文

化的な状況の中でパフォーマンスとして表れる。そこ

で，才能開発のパスウェイでは，すべての子どもの潜

在的な才能を開発することを全校の目標とし，才能を

発現させるための広範囲の学習機会を提供する必要が

ある。すべての生徒の才能を確認したら，個人あるい

は小グループ単位で，専門家の指導の下，専門家との

協同的・創造的な活動を行う。既存の才能概念を広げ，

すべての子どもの才能を開発するために多様かつ専門

的な学習機会を提供する才能開発のパスウェイは，才

能という観点から日本の学校教育に示唆を与える。 
 
第4章 多重知能理論に基づいた真正の問題の学習 

本章では，『小学校での多重知能』から真正の問題の

パスウェイを取り上げ，多重知能理論に基づいて真正

の問題の学習を実践化する方法と意義を明らかにした。 
多重知能理論に基づいた真正の問題の学習は，一人

一人の子どもが自分の多重知能に関する長所と，教科

カリキュラムの知識・技能を活用し，実社会に存在す

る問題を解決したり実社会で価値のある成果を創造し

たりする学習である。知能領域横的な性質をもつ真正

の問題は，子どもの広範囲で多様な知能を引き出し，

実社会の活動の中で多重知能を活用させ開発すること

ができる。同様に，真正の問題は教科横断的な性質を

もつため，実社会の問題を解決したり成果を創造した

りする過程で教科カリキュラムの知識・技能を統合し

て活用させ，それらを実社会で有用な形に変えて習得

させることができる。 



多重知能理論に基づいた真正の問題の学習は，(1)
子どもの多重知能に関する興味や長所を明らかにする，

(2)子どもの興味・長所と地域社会の現状から真正の問

題を決定する，(3)その真正の問題と教科カリキュラム

の関連性を明らかにすることを通して学習の目標・内

容・方法を決定する，(4)学級の子どもを多重知能の領

域に即してグループ分けし，それぞれが得意とする方

法で問題解決の役割を担わせ活動させる，(5)グループ

間で互いの問題解決の過程や成果を検討し合い，学級

全体で最終的な解決策や成果を構築する，(6)その解決

策と成果を地域社会に提案することで地域社会の維持

発展に貢献する，という一連の展開で実践化される。 
多重知能理論に基づいた真正の問題の学習では，一

人一人の子どもが多重知能に関する長所を活かした高

度な問題解決や成果の創造がなされると同時に，個人

が長所を活かして学級全体の問題解決に貢献すること

が求められるため，子どもたちの間に協同的・相補的

な関係が築かれる。さらに，学習の中で多様に持ち出

された知能が個人間で相互作用を引き起こし，互いの

知能の機能や能力を補い高め合うことにつながる。 
このような学習は，自己の多重知能に関する長所と

教科カリキュラムの知識・技能が，社会的文脈におい

て有用なものであるという認識を子どもの中に形成し，

それらを活かして社会参画を行う能動的な学習者とし

ての資質を養うことができる。この方法は，同様に真

正の問題を扱う生活科の学習に多重知能理論の視点を

導入し，生活科の学習の質を向上させる示唆となる。 
 
第Ⅱ部 多重知能理論を活用した生活科の学習 

第5章 多重知能理論からみた生活科の教科的な価値と独自性 

本章では，生活科の特質，生活科の学習過程，実際

の授業実践の3点について多重知能理論の観点から分

析と考察を行い，生活科の学習における子どもの多重

知能の活用の仕方の特徴と，生活科という教科の価値

と独自性を明らかにした。 
まず，生活科という教科の特質として，｢(1)一人一

人の個性を活かし自分とのかかわりの中で対象を認識

すること｣，｢(2)具体的な体験や活動を通して9つの内

容項目を学習すること｣の2点を取り上げた。さらに，

9 つの内容項目に関する学習活動でそれぞれ中心的に

活用される多重知能の領域を明らかにした。続いて，

生活科の単元・授業の学習過程を 4 つの場面(①出会

う・②とらえる・③考える・④表現する)から構成され

るものとして定義し，それぞれの場面で想定される子

どもの精神活動を8種類の知能の領域から個別に分析

し，各学習場面で8種類の知能がどのような形態で機

能しているのかを明らかにした。最後に，実際の生活

科の授業(第 2 学年)における子どもの学習活動の様子

を観察し，一人一人の子どもがどのような知能をどの

ように活用して学習しているのかを分析した。分析の

対象としたのは，一人一人の子どもがペアの幼稚園児

のために自由に遊びを考え，園児と一緒に遊ぶ授業場

面である。この場面では，子どもが考えたり表現した

り遊んだりする多くの場面で，自分なりの方法で知能

を活用している様子を観察することができた。 
この3点の分析を通して，生活科の学習における子

どもの多重知能の活用の仕方の特徴と，生活科という

教科の価値と独自性として次の2点が明らかになった。 
第一に，生活科の学習において，一人一人の子ども

は8種類の知能を複合的に組み合わせて，情報処理や

問題解決，成果の創造を行っているということである。

9 つの内容項目で端的に説明される生活科の学習環

境・対象は，子どもをとりまく現実の人・社会・自然

で構成されており，それらは8種類の知能領域横断的

な性質を有している。そこで，それらの対象とのかか

わりの中で関心をもったり，思考や表現をしたりする

子どもたちは，最大で8種類の知能を複合的に組み合

わせながら学習を進めているのだ。 
第二に，生活科の学習において，一人一人の子ども

は独自の知能のプロフィールに即して，それぞれ個性

的な方法で情報処理や問題解決，成果の創造を行って

いるということである。上述した通り，生活科の9つ

の内容は知能領域横断的な性質をもっており，生活科

では個々の子どもが自分なりの方法で学習を進めるこ

とが認められている。そこで，生活科の学習において，

一人一人の子どもは自分の知能の特性を発現させ得る

広範囲かつ多様な学習環境の中で，個性的な方法や組

み合わせで知能を活用し，対象とかかわったり対象に

関する認識を構築したりしているのだ。 
 
第6章 多重知能理論を生活科に活用するための理論的枠組み 

本章では，第5章で明らかにした生活科における子

どもの多重知能の活用の仕方の特徴と，生活科という

教科の価値と独自性の2点を活かし，実際に生活科の

学習に多重知能理論を活用する際の基本方針となる理

論的枠組みを構築した。この理論的枠組みは生活科本

来の趣旨に準拠した上で，子どもの学習機会を多様化

し，その学習の質を高める指針となる。 
理論的枠組みの1点目は，教師が多重知能理論に基

づいた子ども観を形成することである。教師は，学級

のすべての子どもが8種類の知能を潜在的にもってお

り，学習環境・対象に応じてそれらを個性的かつ多様

な方法で組み合わせながら学習を行っていることを理

解する必要がある。この事実を理解することで，生活

科の学習における子どもの活動の様子を8種類の知能

の領域から説明したり，一人一人の子どもの個性を多

重知能理論に基づいて具体的・客観的に説明したりす

ることができる。 
2 点目は，一人一人の子どもの多重知能に関する個

性を学習に活かすことである。一人一人の子どもが得

意とする学び方を保障する学習機会を設定することで，

子どもは自分の長所となる知能を自由に活用して学習



することができる。このような学習は，一人一人の子

どもに自己の能力と学習の有用感を認識させ，学習に

能動的に取り組む態度を養うことができる。さらに，

多重知能に関する長所を活用することを促す学習機会

は子ども間に知能の相互作用を生み，互いの知能の働

きやパフォーマンスの質を高めることができる。 
3 点目は，学習の中で知能を複合的に活用させるこ

とである。知能の多様性を保障する学習機会は，子ど

もの認知構造(情報処理過程：情報入力・受容・記号化・

記憶・表出)をより多角化・高度化することができ，そ

の過程や結果としての思考・表現の質や気付きの質を

高めることができる。 
教師が多重知能理論に基づいた子ども観を形成し，

広範囲かつ多様な知能領域横断的な学習機会を設定す

ることによって，学習の中で一人一人の子どもの個性

を活かしたり，知能を複合的に活用させたりすること

ができ，生活科における子どもの学習の質を高めるこ

とができる。ただし，これは8種類すべての知能を活

用させることを意図するものではない。 
 
第7章 多重知能理論を生活科に活用するための実践的方法論 

第8章 多重知能理論を活用した生活科の単元構想 

第7章では，上記の理論的枠組みに基づき，実際の

生活科の単元や授業に多重知能理論を活用するための

方法論を構築した。第8章では，その方法論に即して

｢内容(3)地域と生活｣の町探検の単元を構想し，多重知

能理論を活用した生活科の単元と授業の具体的な展開

例を提案した。 
多重知能理論を活用して生活科の単元・授業を開発

する手順は次の通りである。まず，(1)単元や授業で扱

う特定の学習環境・対象がもつ性質を8種類の知能の

領域から分析し，その性質・特徴に対して子どもがど

のような知能をどのように活用してかかわり得るのか

を明らかにする。さらに，(2)単元や授業の各場面で思

考したり表現したりする際に，8 種類の知能が具体的

にどのような活動として表れるのかを個別に分析する。

これらの分析を通して，単元・授業の中で8種類の知

能の領域に即した広範囲かつ多様な活動を想定・設定

することができる。 
このように多様に活動を想定しその機会を設けた上

で，多様な個性をもつ一人一人の子どもに可能な限り

自由な活動をさせることで，その多重知能に関する個

性を活かして学習させることができる。たとえば，町

探検で調べたこと発表させる際には，文章と口頭で発

表させる(言語・論理数学)だけでなく，一人一人が活

用することを得意とする知能に応じて，絵本をつくら

せたり(言語・空間)，役割演技をさせたり(身体運動・

音楽)，図鑑をつくせたり(博物)するなどの多様な方法

が考えられる。 
また，活動の中で複数の知能を組み合わせて活用さ

せるためには，上記の分析の結果明らかになった学習

環境・対象のもつ8領域の性質に対して，一人一人の

子どもに各知能の機能に即した8通りの方法でかかわ

らせる。お店に探検に行く場面では，お店の人にイン

タビューしたり(論理数学)，お店のとっておきの言葉

を探したり(言語)，お店のとっておきの音や声を録音

したり(音楽)，お店のとっておきの物を見つけたり(博
物)，お店のとっておきの物に触ったり(身体運動)，お

店のとっておきの物を写真に撮ったり(空間)するとい

う活動の視点を与える。さらに，探検の後のふりかえ

りの場面で，探検をした後の自分の気持ち(内省)や，

お店の人の気持ち(対人)，お店の仕事(論理数学)につい

て考えさせる。 
このように学習環境・対象を8種類の知能領域に即

して分析し，広範囲かつ多様で知能領域横断的な学習

機会を保障することにより，個々の子どもが本来得意

とする個性的な方法で学習を行わせたり，8 種類の知

能を複合的に活用させて学習を行わせたりすることが

できるようになり，学習の質を高めることができる。

このような活動の中で子どもの様子を観察することで，

個々の子どもがどのように知能を活用して学習を行っ

ているのかを確認することができ，一人一人の個性的

な知能のプロフィールを明らかにすることができる。

その結果，教師は多重知能理論に基づいた幅広い子ど

も理解を具体的・客観的に形成することができる。 
 
Ⅳ 研究の成果と課題 

多重知能理論に基づいた教育実践を開発するための

理論と方法を具体的に提示できたこと，多重知能理論

を活用した生活科の学習を構想するための理論と方法

論を構築できたこと，さらに，生活科の学習の意義や

独自性を多重知能理論の観点から証明することができ

たことが本研究の成果である。しかし，これらの成果

は実証的な段階にまでは至っていない。そこで，今後

は，知能領域横断的な環境を設けた授業を実践し，そ

こでの子どもの学習・活動の様子を観察・分析するこ

とによって，本研究の成果を実証的に証明したい。 
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